
　
　
　
　
寄

書

　

　

　
　
　
　
　

秋

の

豊

顯

寺

　

　
戸

塚
　

中

島

青

崖

十
月
二
日

の
例
會
は
、
豊
顯
寺
に
集
る
と
聞

て
、
朝
飯
も
ソ

コ
ソ
コ
に
仕

度

に
掛

つ
た
、
此
年
四
ッ

に
成
る
、
武
夫
と
云
ふ

の
が
、
お
父
ッ
さ
ん
何

處へ行
く

の
、
チ
ャ
セ

イ
、
あ
た

い
も
行
く
の
と

い
ふ
、
武
ち
や
ん
は
無

花
果
を
採

て
上
げ

る
か
ら
、
待
て
お
い
で
と
な
だ

め
た
。

　
　
無
花
果
を
落
せ
ば
帽

の
上
に
露

斯
く
し
て
、
停
車
塲

に
着
く
と
、
七
時

の
汽
車
は
出
た
跡
だ
、
次

の
發
車

に
は
、
ま
だ
間
が
あ
る
か
ら
、
星
眼
君
を
誘

ふ
、

コ
ス
モ
ス
の
花
二
三
輪

咲
き
初
め
た
計
り
の
垣
に
添
て
、
例

の
枝
折
戸
を
押
し
、玄
關

に
佇
め
ぱ
、

蕭
と
し
て
誰
も
見
え
ぬ
、
勝
手
知

つ
た
る
、
横
手
の
椽
側

に
廻
つ
て
、
直

ぐ
裏
畑

の
盆
栽
棚
の
方
を
見
た
が
、
星

眼
君
は
あ
ら
ぬ
、
僕
は
大
き
な
聲

を
し
て
、
お
早
ふ
と
言
つ
た
ら
、
奥
さ
ん
が
出
て
來
ら
れ
て
、
ア
ラ
宿
で

は
最
う
北
村
さ
ん
と
、
お
二
人
で
出
ま
し
た
よ
、
今
日

は
貴
君
を
お
誘
ひ

申
す

の
は
、
御
病
氣
中
故
御
遠
慮
申
し
た
方
が
ょ
か
ら
う
と
、
七
時
の
上

りで
參

り
ま
し
た
、
と
承

つ
て
は
少
し
氣
乗
り
が
し
な
く
な
つ
た
が
、
停

車
塲
迄
戻

つ
た
。

　
　
仰
き
見
る
花

コ
ス
モ
ス
や
秋

の
晴
　
　

　

　
　

天
氣
は

い
よ
い
よ

快
晴
と
な

つ
た
、
是
で
は
諸
兄
も
平
沼
か
ら
、
豊
顯
寺

へ
行
か
る
ゝ
に
違

ひ
な

い
、
神
奈
川
か
ら
は
廻
り
だ
が
、
道
が
よ

い
と
聞

て
、
其
方
へ

出
掛
け
た
、
處

が
聞
き
し
に
反
し
て
、

一
歩
は

一
歩
よ
り
泥

濘
を
極

め
て
、
進

む

べ
く

も
あ
ら
ぬ

、
幾
度

も
中
途

か
ら

、
歸

ら

う
と
は

思

つ
た

が
、
氣

を
取
り
直

し
で

半

里
餘

り
も
歩

つ
た
頃

に
、
豊
顯

寺
へ

は

ま
だ
餘

程
あ

る
か
と
、
村
童

に
聞

い
た
、
何

に
直

ぐ
其
處

で
す

、
私
と

一

所

に
お
出

な
さ

い
と
、
花
束

を
風
呂
敷

に
く

る
ん
で
、
肩

に
掛

け
た
小
意

氣

な
男
が
、
突
然

僕

の
前

に
進

む
だ
。

貴

君

は
、
東
京

か
ら

お
出

に
成
り

ま
し

た
か
と
、
振

り
返

つ
て
聞

か
れ

し

僕
は
、
東
京

人
と
見
ら
れ

て
、
少

し
面
喰

つ
た
、

否
、
東

海
道

か
ら
で
す

と
小
聲
で
答

へ
た
、
方
丈
樣

は
途
此

の
二
三
日
前

に
、
東

京

か
ら

お
歸

り

に
成

り
ま

し
た
と
、
聞

も
せ
ぬ

こ
と
を

も
彼

れ
は
饒

舌

る
、
僕
が
帽
子

を

面
深

に
冠

つ
て
、
彼

れ

に
は
何

だ
か
、
譯

の
分
ら

ぬ
物
を
携

へ
て
居

た
か

ら

、
大
方
修
業

の
僧

と
で

も
、
見
た

の
で

あ
ら

う
。

　
　

花
賣

と
よ
き
道
連

や
秋

の
興

程

な
く
豊

顯
寺

に
着

た
、

聞

き
し

に
違

は
ぬ
、

關
東

の
名
刹
で
あ

る
、

だ
ら
だ
ら

上
り

の
両
側

に
は
、
丈
高

き
櫻

の
古
木

が
行
儀

よ
く
並
で
、
而

し

て
ま
ば

ら
な
葉

に
、
秋
の

色

を

ほ
の
め
か
し

て
居

る
、
右
す
れ
ば
門

が

あ

つ
て
、

正
面

に
本
堂
が

あ
り

、
本

堂

の
手
前

に
、
庫
裡

が
あ

る
、
だ
ら

だ
ら

上
り

を
眞
直

に
進

む
で
、
少
さ
な
赤
門

を
入
れ
ば
、

三
百
坪
餘

の
平

地

に
出

る
、
此
處

に
も
澤
山

の
櫻
樹

が
あ

つ
て
、
數

十
年

の
春

秋
を

示
し

て
居

る
、
尚

石
段
を
昇

れ
ば
、

鐘
樓

あ

り
、
道

場
あ
り
、
更

に
右
す

れ
ば

尚
大

な
る
道
場

が
あ

つ
て
、
三
方

は
鬱

蒼
た

る
松

の
大
樹

林
で
あ

る
、
樹

木
と

云

ひ
、
道
場

と
云

ひ
、
數
百
年

の
星
霜
を
閲

せ
し
も

の
と
偲
ば
れ
た
。

　
　

道

場

に

鼠

も

住

ま

ず

柿

の

秋

　
　

百
舌
鳥
鳴
く

や
寂
寞

の
堂

に
聞
く

こ
だ
ま



此
の
幽
遽

な
る
仙
境

に
立

つ
者

は
、
僕

の
外
誰
も
居
ら

ぬ
、
疲
れ

は
缶

る
、

筆

を

と
る
元
氣

が
な

い
、

下
山

と
決
し

て
元
來
し
道

を
た
ど

る
。

左

り
は
杉
木
立

の
、
低

い
暗

い
山
林

で
、
右

は
高

い
畑

の
畦

で

あ
る
、
中

窪

の
徑

は
、
日
光
を
受

け
ぬ
か
ら
、
泥
濘

は
頗

る
深

い
、
此
道
筋

で

の
難

場
で

あ
ら
う
、
夫
れ
を
も
厭

は
ず
、
芒

や
葛

な

ど
を
手
折

り

つ
ゝ

、
向

ふ

か
ら

二
人

の
美
人

が
來

た
、
一

人
は
廿

五
六

の
や
さ
か
た

の
奥

さ
ん
風
、

一
人

は
廿

一

二

の
色
白

の
令
嬢

風
で
、

何
れ

も
縮
緬

の
變

り
色

の
、
羽

織

な
ど
を
着

て
居

る
、
そ
も
此

二
人

は
、
何
者

で
あ
ら
う

、
此
處

ら
あ

た

り
を
、
徘

徊
す

る
か
ら

は
、
狐
狸

の
變

化
で

は
、
あ
る
ま

い
か
と
思

つ
た
。

併
し
天
は
、
近
來
珍
ら

し
き
秋

日
和
と
、
此

の
美

く
し
き

二
嬌

と
を

、
出

現

せ
し
め

て
、
遠
來

の
僕
を
、
慰

め
て
呉

れ
た

の
で
あ
ら

う
。

　
　
穗
芒

や
美
人

の

い
と
ゞ

す

ご
き
笑

み

歸
り
は
道

の
近
き
を
覺

え
、
横
濱

へ
廻

つ
て
、
家

に
着

た

は
、
午
後

三
時

過

で
あ

つ
た
。

　
　

パ

レ
ッ

ト
に
空

の
調

子

や
秋

の
夕

　
　
　
　
要

塞

地

帯

よ
り

　

下

關
　

　
Ｓ
、
Ｙ
Ｖ
Ｓ
Ｈ
Ｉ

生

關
門
海
峡

の
風
光
は
實

に
明
媚
で
あ
り
ま
す

然
し
砲
臺

が
多

い
の
で
、
風
光

の
美
は
其
十
分
の

一
も
描
現
す
事
は
出
來

ま
せ
ん
、
又
下
關
市
内

に
は
川
が
無

い
、
隨

つ
て
風
景
は
平
凡
で
す
、

け
れ
共
、

一
歩
郊
外

に
出
る
と
隨
分
面
白

い
處
も
あ
り
ま
す
が
、
何
分
市

内

は
勿
論
豊
浦
郡
一
帯
、
九
州
で
は
門
司
、
小
倉
、
若
松
な
ど
皆
要
塞
地

帯
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
手
續

せ
ず
に
寫
生
し
て
居
る
と
大

に
失
敗
致
し
ま

す
、
諸
氏
が
、
若

し
當
地
方
面
に
遊
ば
れ
た
ら
、
左

の
如
く
和
英
二
樣
に

書

て
あ
る
目
標
を
見
ら
れ
る
で
あ
り
ま
せ
う
。

　

許
可
無
く
し
て
要
塞
地
帯
内
及
其
外
方

三
千
五
百
間
以
内
に
於

て
水
陸

　

の
形
状

を
測
量
、
撮
影
、
摸
寫

、
録
取
す
る
事
を
禁
ず
犯
し
た
る
者

は

　

法
律

に
依
り
處
分
せ
ら

る
可
し

　

　

陸

軍

省

そ
れ
で
、
寫
生
す
る
に
は
必
ず
許
可
證
携
帯

の
上
で
無
て
は

い
け
ま
せ
ん

許
可
證

は
、
當
地
要
塞
司
令
部
へ
願
書
持
參

、
又
は
返
信
料
封
入
で
申
込

の
で
御
座

い
ま
す
、
日
光
で
は

一
週
三
圓

の
許
可
證
料
を
取
る
と
、
石
川

先
生

の
御
話

に
あ
り
ま
し
た
が
、
當
地
司
令
部
で
は
無
料
で
下
附
さ
れ
ま

す
、
參
考

の
爲
め
左
に
願
書

の
書
方
を
示
し
て
筆
を
置
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
寫
　
生
　
願

　
　
　

一
、
目
的
、　

何

々
研
究

の
爲

　
　
　

一
、
區
域
、　

何
處

　
　
　

一
、
期
限
、　

明
治
何
年
何
月
よ
り
何
月
ま
で

　
　
右
御
許
可
相
成
度
要
塞
地
帯
法
施
行
親
則
に
依
り
此
段
奉
願
候
也

　
　
　
年
月
日
　
　

　
　

　

　
　

　
住

所

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　
　

　

　

氏

名
★

　
　
　
下
關
要
塞
司
令
部

　
　
　
　
　
　
何

誰

殿

　
　
　
　
下
諏
訪

の

一
日
　

　

鎌
倉
　

堀
谷
ワ
ツ
ト
マ
ン

朝
早

く
、

ス
ケ
ツ

チ
箱

を
肩

に
懸

け
、

三
脚

を
携

へ
て
宿
を
出
で
町
外

れ

を

二
三
丁
を
進

め
ば

、
畫
尚

暗

き
森

林
あ

り
、
樹

木
は
日
光
を
遮
り
、
單


